
 

鹿児島大学定例記者発表 

 

  

   日時  令和８年２月６日（金） １５時００分～１６時００分 

 

場所  鹿児島大学事務局 特別会議室（４階） 

 

発表内容  

①鹿児島大学の将来構想 （鹿児島大学長 井戸 章雄） 

       ・奄美サテライトキャンパス構想 

       ・鹿児島大学 Fan Club 設置 

      

       ②ＳＡＴＲＥＰＳ（地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム） 

        水稲の再生力を活用した多回収穫稲作技術体系の開発                

（農学部教授 坂上 潤一） 

      ③傷がよく治る！革新的キトサンヒドロゲル 

（理工学研究科教授 武井 孝行） 

        ④スマート計量で実現する水産物流通デジタル情報プラットフォーム 

                       （水産学部准教授 江幡 恵吾） 

 

 



「TSUMUGU AMAMI キャンパス」地方創生事業
〜地域と大学が紡ぎ織る奄美群島の未来〜

つ む ぐ あ ま み

企業・事業者

医療機関

地域医療人材

学
校
教
育

人材

鹿児島大学
奄美群島共創連携推進センター

全国大学等
（研究者）

TSUMUGU AMAMI キャンパス
＜奄美群島高等教育拠点＞

小中高生

小中高等学校

社会教育関係団体

リカレン
ト・リ

スキ
リン

グ
地域

研
究

中長期滞在型実践教育

連携大学等
（単位互換学生）

メディア・金融機関

小
中
高
大
学
連

携教育

教育委員会

奄美群島

大学生 研究者

知の環流 地方創生 多様な世代
が活躍す

る未来

U・
Iター

ンの
増加 地域専門職人材の高度化

地域への専門職人材の輩出大学進学
率の増加

社会教育人材
地域構

想推
進人

材
高度

専門
職
人
材

地方創生2.0の推進（広域リージョン連携）
地域における社会課題への対応（関係人口の拡大と個性を活かした地域づくり）

「知の総和」向上の未来像（高等教育の質の向上・アクセス確保）

社会人・
専門職人材

地域人材を縦糸に高等教育（横糸）を紡ぎ織る

奄美大島

喜界島

加計呂麻島

請島与路島

徳之島

沖永良部島

与論島

多様
な関

係人
口づ

く
り

奄美大島共同キャンパスプラットフォーム
＜産・官・学・金・言＞

自治体
【関係機関・関係者】【キャンパス】【教育・研究】【育成される人材】【社会的インパクト】



鹿児島大学 FanClub 事務局（広報・渉外室）

E-MAIL：

kufc@kuas.kagoshima-u.ac.jp
インスタグラムにて運営
の様子を発信予定です。
ぜひフォローください！

なぜ今、
ファンクラブ？ @kadai_fanclub

鹿大ファンクラブへの
学長の想いお問い合わせ 公式 Instagram

鹿児島大学

公式ファンクラブ
の

ご案内

鹿大とみんなでつくる未来は、
きっと もっと おもしろい！

「鹿大さん」って
呼ばれたいんです！

HPは4月に
公開予定です

Coming 
soon!

鹿児島大学は、2026 年 4月に

「鹿児島大学公式ファンクラブ」を設立いたします。

鹿児島大学に心を寄せてくださる皆さまと

つながり、集い、語り合える

鹿大と未来をつくるコミュニティを目指しています。

鹿児島大学が主催するさまざまなイベントなどを通じて

大学の魅力を発信し、地域の皆さまとの交流を促進します。

あなたもファンクラブに参加し、より豊かな未来を一緒に築いてみませんか？

かだい

集まれ！
鹿大さ〜ん！



             令和８年２月６日 

 

鹿児島大学定例記者発表資料 

 

 

鹿児島大学の特色ある研究・取組 

農学部教授 坂上 潤一 

●ＳＡＴＲＥＰＳ 

（地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム） 

水稲の再生力を活用した多回収穫稲作技術 

体系の開発 

 

 

 

 
             E-mail: sakagami@agri.kagoshima-u.ac.jp 

             TEL&FAX:099(285)8543 

             https://www.agri.kagoshima-u.ac.jp/agri0004/ 

 

mailto:sakagami@agri.kagoshima-u.ac.jp
https://www.agri.kagoshima-u.ac.jp/agri0004/


地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム

Science and Technology Research Partnership for Sustainable Development

Pr oject  f or  t he Dev elopment  of  
R at ooning-based Eco-Applicable 

M ult i-har v est  R ice Pr oduct ion Sy st em

DR EAMR ice Pr oject

「水稲の再生力を活用した多回収穫
稲作技術体系の開発」

鹿児島大学農学部 坂上潤一

定例記者発表／地域中核・特色ある研究大学強化促進事業、2026年2月6日



の目標



の研究分野 の公募・選考プロセス

生物資源分野 防災分野

研究領域
地球規模の環境課題
の解決に資する研究

カーボンニュートラ
ルの実現に向けた資
源・エネルギーの持
続可能な利用に資す

る研究

生物資源の持続可能
な生産と利用に資す

る研究

持続可能な社会を支
える防災・減災に資

する研究

応募件数 23 10 32 15

採択件数 3 2 3 2

採択率（％） 13.0 20.0 9.4 13.3

環境エネルギー分野

【2025年分野別・地域別の採択件数】

地域 アジア アフリカ 中南米 その他

採択件数/応
募件数

7/49 1/20 1/4 1/7



共同研究プロジェクト体制

Dr. Jun-Ichi Sakagami/
Kagoshima 

University(KU)

Dr. Makoto Ikenaga/
KU

Dr. Sokichi Shiro/SU

Dr. Tsuyoshi 
Sumita/

Tohoku University

Dr. Taiichiro Ookawa/
Tokyo University of 

Agriculture and 
Technology(TUAT)

Dr. Tsugiyuki Masunaga
/Shimane University(SU)

Mr. Junichi Hanai/
Greein Co., Ltd.

Dr. Daisuke
Fujita/
Saga 

University

Dr. Hisashi Nasukawa/
Yamahgata University

Dr. Soh Sugihara/
TUAT

日本側グループ代表機関：鹿児島大学 ウガンダ側グループ代表機関：NARO

Dr.Titus Alicai

Project manager

Rice Breeder:

Dr. Jimmy Lamo

Soil Scientist:

Dr. Emmanuel Odama

Pathologist:

Dr. Patrick Odongo

Agronomist:

Dr. Simon Alibu

Agronomist：

Mr. Obura Morish

Dr. Abdelbagi M. Ismail
Regional Director for Africa

協力機関：
IRRI

国立農業研究機構 国立資源作物研究所



研究の背景I：アフリカのコメ生産と課題

アフリカにおけるコメ生産量と自
給率の推移

高収量による持続的コメ生産体系の技術的革新が必要

現状の技術では問題を解決できない

生産量は2倍・自給率は横ばい



研究の背景II：気候変動の影響

出展：Climate Change Knowledge Portal For 
Development Practitioners and Policy Makers

Projected Timeseries Anomaly of 
Average Mean Surface Air Temperature

in Uganda

Uganda1950-2100Multi-Model 
Ensemble Ref. Period: 1995-2014

気
温

（
℃

）

ウガンダも気候変動の影響を受けており、温暖化
の軽減と適応が必要。



研究のコンセプト（G×E×M）とアウトプット

❶作物の潜在的ポテンシャルを活用した生産管理技術

❷気候変動による環境負荷を軽減する土壌/水管理技術

本作 再生1期作

再生長 再生長

不耕起栽培による炭素貯留の増大、二酸化炭素排出の軽減

好気的水管理による酸化の促進、嫌気性メタンの生成と放出を阻害

収穫1 収穫2 収量
1.2～1.6倍

アウトプット

生産コスト
50％

土壌炭素濃度
0.4％分/年増加

メタン放出
30％抑制

新品種育成
3系統作出



普及実証（成果4）:
再生水稲栽培技術の経済性が評価され、
技術・普及マニュアルが策定される。

上位目標
研究開発した再生イネ栽培技術体系が対象地域において推奨される

プロジェクト目標
水田の高収量栽培管理技術（成果1・2）および温室効果ガス削減効果の
実証（成果3）により、持続的なイネ栽培システムを提示（成果4）する

栽培技術（成果2）:
再生水稲栽培管理技術が
向上し、効率化される。

気候変動緩和
（成果3）:
不耕起好気的栽培にお
ける土壌炭素貯留とメ
タンガス排出削減への
効果が明らかになる。

育種（成果1）:
高再生力・高収量
の能力を示す再生
水稲品種が育成さ

れる。

×

×

×
× 連携 × 連携

×

研究プロジェクト概要（2026年～2031年）研究費（5.65億円/5年間）

 現地における研究費
 研究機器・機材費
 留学生滞在等経費
 専門家・業務調整員の派遣費

3億9千万円/5年間

 国内における研究費
 国内における出張費
 ポストドク等雇用費

1億7.5千万円/5年間

プロジェクトPDM



社会実装に向けて

❶環境負荷を軽減した持続的高収量生産体系の確立

❷温室効果ガス軽減による生物多様性の維持

❸生産者の収入向上と農業継続性への貢献

❹世界へスケーリングアップして平和構築へ貢献

❺アフリカにおける緑の革命

ご清聴ありがとうございました。



                  令和８年２月６日 

 

鹿児島大学定例記者発表資料 

 

 

鹿児島大学の特色ある研究・取組 

理工学研究科教授 武井 孝行  

●傷がよく治る！革新的キトサンヒドロゲル 

 
 
 
 

 

 

E-mail: takei@cen.kagoshima-u.ac.jp 

TEL/FAX: 099-285-3283 

研究室 HP: https://takei-lab.com/ 

 

 

mailto:takei@cen.kagoshima-u.ac.jp
https://takei-lab.com/
















耳鼻領域 褥瘡 その他

３兆円

世界市場国内市場

>10億円/年 >250億円/年 ----億円/年

合計 数千億円/年





                  令和８年２月６日 

 

鹿児島大学定例記者発表資料 

 

 

鹿児島大学の特色ある研究・取組 
水産学部准教授 江幡 恵吾 

●スマート計量で実現する水産物流通デジタル

情報プラットフォーム 

 
 
 
 

E-mail: ebata@fish.kagoshima-u.ac.jp  
TEL/FAX: 099-285-4231 

 

mailto:ebata@fish.kagoshima-u.ac.jp


スマート計量で実現する
水産物流通デジタル情報
プラットフォーム

1

鹿児島大学水産学部 准教授

江幡 恵吾



2

自己紹介 （江幡恵吾）

1973年 富山県生まれ

1998年 水産物流通（札幌）

1999年 鹿児島大学水産学部 着任

専門分野：漁業生産学

2025年 株式会社ZIFISH 創業
（鹿児島大学発ベンチャー）

1998年 北海道大学大学院 修了



3

研究紹介 （査読付き学術論文）

2025年 気候変動と漁業管理2026年 漁業技術

2025年 気候変動と水産資源 2024年 漁場造成

2023年 漁場造成

2023年 魚市場 業務改善



4

日本の水産物（約500種類）



Vietnam

5

Thailand

世界の和食ブーム

タイ国：本物志向

産地証明

トレーサビリティ

2024年2月14日 日本経済新聞

Spain BelgiumNorway



6

目指したい姿

おいしい魚で「笑顔あふれる幸せな国」



水産業の課題

① 労働力不足

② 産地価格の低迷

③ 資源管理



8

消費者

漁業・養殖 漁協 買受人

消費地市場 （鹿児島市）産 地

卸売業者 買受人

大消費地市場 （東京）

卸売業者 買受人 量販店 ・ 飲食店

FAX FAX FAX

FAX FAX

計量

伝票作成

計量

伝票作成

計量

伝票作成

計量

伝票作成

計量・伝票作成 計量・伝票作成

人手不足 人手不足

人手不足

課 題



9

消費者

漁業・養殖 漁協 買受人

解決策 水産物流通OS（情報基盤インフラ）

消費地市場 （鹿児島市）産 地

卸売業者 買受人

大消費地市場 （東京）

卸売業者 買受人 量販店 ・ 飲食店

自動計量・デジタル化

自動計量・デジタル化 自動計量・デジタル化
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漁協の業務

5時

出勤

17時

退勤

9時

競り魚の計量
伝票作成

データ入力

13時

一般業務

10時

12時間労働（土曜・祝日出勤） / 休みは日曜だけ / 長期休暇なし
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スマート計量システム （鹿児島県・高山漁協で実用化）



12

スマート計量システム （鹿児島県・高山漁協で実用化）



13

スマート計量システム （鹿児島県・高山漁協で実用化）

入札結果の音声をデジタルデータに変換 既存の会計システムに自動入力



14

漁協の業務改善

退勤販売強化
（価格向上）

13時

省力化効果

3,180 時間・人/年
4.7 百万円/年

競り魚の計量
伝票作成

1人

一般業務

5時

出勤

17時

退勤

9時

競り魚の計量
伝票作成
3～5人

データ入力

13時

一般業務

10時

高山漁協の声

11月3日（祝）
3人→2人

職員1人
休みを取ることが

できた！



漁協の業務改善

2024年 鹿児島市 markMEIZAN Spread pt.3 優秀賞

2025年 鹿児島ICTel大賞 DX部門優秀賞

鹿児島県ビジネスプランコンテスト なんぎんキャピタル賞

うるるビジネスコンテスト 「優秀賞」、「オーディエンス賞」

九州大学発ベンチャービジネスプランコンテスト  「九州経済産業局長賞」、「台日商務交流協進会 理事長賞」



16

本日の水揚げ 水揚げ量

水揚げ価格

水産物情報プラットフォーム



17

産地の生産性向上

漁業者 仲買人

・ 競り結果を早く知りたい

・ 過去の漁獲記録を見たい

・ 複数の魚市場から魚を仕入

・ 顧客と早く交渉したい

水揚げから競りまで約2時間

東京・豊洲市場 大阪市場量販店



18

気候変動に対応したリアルタイム資源管理

魚の体長

2026年2月6日
水揚げ量＋サイズ

水揚げ量報告 (kg)

漁 協

都道府県

水産庁

大学・研究機関

魚の体長
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新規性・優位性

手入力あり

情報共有できない 情報共有できる
（漁業者、漁協、仲買人、飲食店、消費者）

手入力なし、既存会計システムにデータ転送

本日の水揚
げ



20

グローバル展開 国境を越えた水産資源管理プロジェクト

（2025年 NIKKEIブルーオーシャン大賞 生物多様性部門 受賞）

タイ政府
水産局

東南アジア
漁業開発センター

カセサート大学
水産学部

ASEAN諸国と連携

バンコク国際会議 2025年11月21日

プーケット漁港 実証試験

2025年11月27日
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導入実績・今後の予定

高山漁協
東串良漁協
奄美漁協
瀬戸内漁協
江口漁協
種子島漁協
与論町漁協
とくのしま漁協
内之浦漁協 沖縄県

豊洲市場
大田市場

高知県

宮城県

岩手県

三重県

静岡県

愛媛県

大分県

島根県

長崎県

鹿児島県 高山漁協（2025年11月～導入済み）

三重県 外湾漁協（2026年1月～試験導入）

赤字:導入済・準備中
青字:商談中・商談予定
黒字:デモ・ヒヤリング実施

京都府

静岡県 南駿河湾漁協（2026年3月～試験導入）
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ZIFISH
水産OS

漁協
市場
DX

仲買
仲卸
DX

水産

物流
DX

資材
購買
DX

在庫
管理
DX

養殖
DX

飲食店

小売
DX

輸出入
DX

資源
管理
DX

水産
加工
DX

漁師
DX

事業展開

受賞予定 2026年3月8日

NIKKEI THE PITCH GROWTH 2025-2026 アワード

優秀賞、レオス賞、ストライク賞、オーディエンス賞



23

2026年 初競り （1月6日 みなと新聞）



24

2026年 初競り

鹿児島大学発の新技術で

日本・東南アジア全域の

水産業DXを実現します



100年先の食卓にも地魚を
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